
令和８年度 
夏休みの応募作品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科等 № 内    容 対  象 返却 応募票 提出物 

国 語 

１ 青少年読書感想文全国コンクール １～６年 無 あり 

学校に 

提出 

２ さいたま子ども短歌賞 １～６年 無 あり 

３ しきなみ子供短歌コンクール １～６年 無 あり 

４ 手紙作文コンクール １～６年 無 あり 

書 写 ５ ＪＡ共済書道コンクール（習字） １～６年 無 あり 

図 工 

６ 「ごはん・お米とわたし」図画コンクール（絵） １～６年 無 あり 

７ アイディア貯金箱コンクール １～６年 有 なし 

８ さいたま市明るい選挙啓発ポスターコンクール １～６年 無 あり 

９ 
こんなトラックあったらいいな 

児童絵画作品コンクール（絵） 
１～６年 無 あり 

理 科 １０ 理科の自由研究をしよう ３～６年 有 なし 

家庭科 １１ 発明創意くふう展 １～６年 有 なし 

 

さいたま市立河合小学校 
 

◆保護者の皆様へ◆ 

 

○１・２年生は、国語・書写（No.１ ～５）・図工（ No.６～９）・家庭科（ No.１１）の中から、 

２つ以上選んで取り組んでください。  

 

〇３・４年生は、国語・書写（No.１ ～５）から１つ以上選んで取り組んでください。 

図工（ No.６～９）・理科（No.１０）・家庭科（ No.１１）から１つ以上選んで取り組んでください。 

 

○５・６年生は、国語・書写（No.１ ～５）・図工（ No.６～９）の中から、１つ以上選んで取り組んで

ください。また、理科（No.１０）・家庭科（ No.１１）のどちらか１つ選んで取り組んでください。 

 

☆何個取り組んでも大丈夫です。たくさん挑戦してみてください。 

 

○絵画やポスターでは、画用紙の大きさを間違えないようにしてください。 

 

○返却「無」は作品が戻ってきませんので、御了承ください。 

 

※「夏休みの応募作品の詳細」「応募票」は、河合小ホームページに掲載します。 

河合小ホームページから「応募票」の印刷が難しい場合は、２学期に学校でお渡しします。 

 



■国語・書写の部  

内    容 対  象 応募方法・規格等 応募票 提出日 

１ 読書感想文 １～６年 ☆詳細別紙参照 あり ８/２６ 

２ さいたまこども短歌賞 １～６年 
・３首まで応募可能 

※学級で配付されたものも使用可 
あり ８/２６ 

３ しきなみ子供短歌コンクール １～６年 ・１首（未発表のもの） あり ８/２６ 

４ 手紙作文コンクール  １～６年 

・書いた手紙は、郵便ポストに投函

する。あて先は自由。 

 

・担任の先生に出した人はコンクー

ルに出品します。団体用応募票に

記入し提出する。 

 

☆詳細は別紙参照 

 

★応募者全員に参加賞 

あり ８/２６ 

５ ＪＡ共済書道コンクール（習字） 

区分 条幅の部 半紙の部 

第１学年 れきし なえ 

第２学年 はつが きぼう 

第３学年 道しるべ いねかり 

第４学年 種まく時 信念 

第５学年 伝統の美 幸せの輪 

第６学年 地域の未来 将来の姿 
 

１～６年 

用紙 

〇半紙の部 半紙 

（タテ約33cm×ヨコ約24cm） 

 

〇条幅の部 画仙紙半切 

（タテ約136cm×ヨコ約35cm） 

 

 

☆詳細は別紙参照 

あり ８/２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校名は記入しない 
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■図工の部 

内    容 対  象 応募方法・規格等 応募票 提出日 

６ 「ごはん・お米とわたし」図画コンクール（絵） １～６年 

概ねＢ３判（364×515㎜） 

四つ切（380×540㎜）でも可。 

 

☆詳細は別紙参照 

 

★応募者全員に参加賞 

あり 8/２６  

７ アイディア貯金箱コンクール １～６年 

たて・横・高さが全て２５㎝以内，

持ち運びができるもの。 

 

☆詳細は別紙参照 

 

★応募者全員に参加賞 

あり 

 

選ばれた 

作品のみ 

8/２６  

８ さいたま市 明るい選挙  

啓発ポスターコンクール 
１～６年 

四つ切、八つ切 

 

☆詳細は別紙参照 

 

★応募者全員に参加賞 

あり 8/２６ 

９ こんなトラックあったらいいな 

児童絵画作品コンクール 
１～６年 

四つ切画用紙（380×540㎜） 

横書き 

 

☆詳細は別紙参照 

 

★応募者全員に参加賞 

あり 8/２６ 

■理科・家庭科の部  

１０ 理科の自由研究をしよう ３～６年 「理科自由研究の進め方」参照 なし ８/２６ 

１１ 家庭科（発明創意くふう展） １～６年 「家庭科夏休みの自由研究」参照 なし ８/２６ 

  

 

 

 

 

 

  

 

   



【読書感想文コンクール】 

応募要項        

■対象図書 

（１）自由図書・・・・自由に選んだ図書。フィクション、ノンフィクションを問いません。 

  ※教科書、副読本、読書会用テキスト類またはこれに準ずるもの、雑誌、パンフレット類、日本語以外で書かれた図書および

主催者の指定した図書（課題図書）は対象としません。ただし、課題図書であっても該当の部以外であれば、自由読書とし

て応募することができます。 

※点訳・音訳を利用した読書の場合は、その利用および原本、音訳・点訳したものの情報を添えてご応募してください。 

（２）課題図書・・・・主催者の指定した図書（課題図書）※下記一覧参照 

 

■用紙・時数 

◇原稿用紙を使用し。縦書きで自筆してください。文字数については下記の通りです。 

  ●低学年の部（１・２年生）／本文８００字以内 

  ●中学年の部（３・４年生）／本文１２００字以内 

  ●高学年の部（５・６年生）／本文１２００字以内 

※句読点は、１字に数えます。改行のための空白は時数として数えます。題名、学校名、氏名は字数に数えませ

ん。（文字数オーバーは審査対象外となってしまいます。） 

 

■今年度課題図書一覧 

「第 7２回 青少年読書感想文コンクール」 

URL  https://www.dokusyokansoubun.jp/ 

 



地方審査によっては、応募要項のほかに規定を設けていて、
本応募票が必要ない場合や別の応募票が必要な場合があり
ます。必ず在籍校にご確認ください。

ご注意
ください

※点線で切り取って作品に添付してください。
※本票はA４用紙で印刷されることを想定して作成しています。











【JA共済書道コンクール（習字）】 
 
１．趣 旨：JA共済では、組合員およびその家族の生命・財産を守るための保障活動・地域貢献活動に積極

的に取り組み、組合員のしあわせの輪をひろげるよう努力しています。 
その一環として共済事業の相互扶助・思いやりの精神を、次代をになう小・中学生にも伝えて 
いくとともに、児童・生徒の書写教育に貢献することを目的として、小・中学生を対象とした 
「書道コンクール」を開催します。  

２．主 催：農業協同組合  ＪＡ共済連埼玉  

３．応募方法 

応募資格  小学生の部（1～６年生）  ※１人につき条幅・半紙いずれか１点の応募（作品の返却なし） 

応募規定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

区分 条 幅 の 部 半 紙 の 部 

小
学
生 

第１学年 れきし なえ 

第２学年 はつが きぼう 

第３学年 道しるべ いねかり 

第４学年 種まく時 信念 

第５学年 伝統の美 幸せの輪 

第６学年 地域の未来 将来の姿 

用紙 

半紙の部 半紙（タテ約 33cm×ヨコ約 24cm） 

条幅の部 画仙紙半切（タテ約 136cm×ヨコ約 35cm） 

※表装・裏打ち・押印等はしないで下さい。  

 

学年・氏名の記入方法 

作品への学年・氏名の記入は次のとおりとします（図例１･２）。 

 ※３文字課題の場合のみ、学年･氏名の配置は図例１･２どちらでも可とします。 

 ※学校名は記入しない 

 

（１）小学校第１学年および第２学年は、学年・氏名とも「漢数字」「漢字」「ひらがな」 

いずれでもかまいません。ただし、アラビア数字は使用しないで下さい。 

（２）小学校第３学年以上は、学年は「漢数字」・氏名は「漢字」とします。 

   なお、次の事項に該当する作品は、すべて審査の対象になりません。 

   ①学年・氏名のないもの（図例３） 

   ②小・中学校の別を記入したもの（図例４） 

   ③学校名を記入したもの（図例５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



応募規定 名札の貼付け・記入方法について 

 所定の名札に、学年・氏名・ふりがなを下記〈例〉のとおり明記し、作品の左下に必ず

貼り付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

・書体は楷書に限ります。  

・応募者全員に参加記念品があります。 

 

 

 

 

応募作品の左下 名札の大きさはタテ８㎝×ヨコ 12㎝程度 

さいたま 

河合小 

南彩 

























 
 

～令和８年度 夏休み 理科自由研究の進め方～ 
 夏休み
なつやすみ

はふだんなかなかできない観察
かんさつ

や実験
じっけん

をするのには、またとないチャンス
ち ゃ ん す

です。みなさんの自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

がすばらしいものに

なるように、とっておきの「ひけつ」を紹介します。まだ、研究テーマが決まっていない人も、もう始めたくてウズウズしている人も、ぜ

ひ、このプリントをよく読んでください。（☆読んでみて、よくわからない人は、家の人といっしょに読むといいですね。） 

 

1. 研究テーマを見つける 

自由研究は、テーマを見つけることから始まります。 

○今までの理科の授業で勉強したことや教科書などを参考にしてテーマを見つけます。 

○自分の身の回りにある「なぜだろう？」「ふしぎだな」「こんなことをしたらどうなるのだろう」 

「自分で調べてみたいな」などと思っているもの、テーマはどこにでもあります。 

○学校や区の図書館、本屋さんで自由研究のヒントがのっている本を見つけたり、インターネッ

トで「やってみたい」と思ったことを調べたりして、自分のテーマを見つけましょう。 

 

2. 計画をたてる 

テーマが決まったら、研究の計画をたてましょう。 

○研究のねらいをはっきりさせよう。 

 テーマに合った、調べることを具体的に考えましょう。 

○研究の方法を考えよう。 

 いつ、どこで、どんな調べ方で、何を使って、何
なん

種類
しゅるい

ぐらい観察
かんさつ

・実験
じっけん

をするのか考えましょう。 

○観察・実験で使う器具
き ぐ

や材料
ざいりょう

などの準備
じゅんび

をしよう。 

 観察・実験の器具や材料などをそろえたら、観察・実験の進め方を具体的
ぐ たいて き

に考えましょう。 

○観察・実験結果の記録方法を考えよう。 

（どのようにして記録を取り、その記録をどうやって資料として残すことができるか考えましょう） 

 ・文章、表やグラフ、写真、スケッチ、メモなどでたくさんの変化や結果などの記録を取りましょう。 

 ・記録する観察・実験カードには、月・日・時刻・天気・気温が記入できるようにしておきましょう。 

 

3. よりよい研究にするためには 

 ①ねらいと自分らしさ 

  ○ただ虫を集める。生き物を育てる。物を作る。本で調べるだけではなく、自分が何を調べようとするのか、はっきりとした 

『ねらい』をもつことが大切です。 

  ○自由研究のことがのっている本の内容をそっくり写したものでは、研究をしたとは言えません。本などを参考にしながら自分で

実験結果の写真を撮るなど工夫していくことが大切です。 

 

 

 

 ②けいぞくして取り組む 

  ○同じ観察・実験を２～３回くり返すことは大切です。結果がより確
たし

かなものになります。 

  ○同じ観察・実験方法でも、違う時刻・日・天気・場所・種類等でやることで結果は異なり、新

たな発見
はっけん

や知る
し る

ことが増え
ふ え

、内容
ないよう

が豊富
ほ う ふ

な研究になります。 

  ○違う
ちがう

種類
しゅるい

を比較
ひ か く

しながら、また、条件
じょうけん

を変
か

えながら研究を進めるやり方は、異
こ と

なる点などが

はっきりとわかり、発展的
はってんてき

にもなり、これも内容が豊富な研究になります。 

 

 ③資料は大切 

  ○カメラやビデオなどをどんどん利用しましょう。とくに写真は、研究の内容をわかりやすくし、真実性も高まるので、観察・実験の

様子や観察をした場所、実験のやり方などをこまめに写しておくとよいですね。どんなものでも資料になりますが、とくに写真

や表、グラフはたくさんとっておくと研究をまとめるときの材料になります。実物もとっておき、研究といっしょに展示
て ん じ

するとより良

いです。 

 

 ④研究資料を見てくれる人のことを考える 

  ○研究資料は、掲示や展示されることを考えて、文字はていねいに書きましょう。 

  ○表やグラフ、図、写真、実物などを入れると、研究が見る人にわかりやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

参考
さんこう

にしたもの、引用
いんよう

したものがある場合は、書きましょう。○例本…引用
いんよう

文献
ぶんけん

：著者名
ちょしゃめい

「題名
だいめい

」出版社
しゅっぱんしゃ

、出版
しゅっぱん

年
ねん

、引用
いんよう

ペー

ジ   インターネット…引用文献：著者名「Webページのタイトル」、インターネットのWebサイトの名称
めいしょう

、更新
こうしん

日付
ひづけ

、URL 

 



 
 

4. 注意すること 

○高学年は友達同士で行うのではなく、一人で研究を行いましょう。 

○知らないところでの植物や昆虫、水の中の生物の採集や火や熱湯を使った実験などは、必ず家の人といっしょにやってくだ

さい。また車など、交通安全にも気をつけましょう。 

 

5. 研究のまとめ方と形式（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※有意義
ゆ う い ぎ

な夏休みとなるように、自分のできる範囲
はんい

で、安全に気をつけて、ぜひ、理科自由研究に取り組んでください。手

書き 

 

6． 実施形式 

理科自由研究は、模造紙
も ぞ う し

ではなく、Ａ４用紙 片面８枚以内とします。５・６年生は手書きパソコン入力も可能です。用
紙は、自分で用意してください。作成にあたって、参考にした資料および図書等は、必ず書いてください。 

研究のテーマ（研究したことを書く。副題
ふくだい

をつけてもよい） 

さいたま市立河合小学校 

○年○組  名前 ○○○○ 

1. 研究の動機
どうき

 

 ●なぜこの研究をしようと考えたのか、わけやきっかけをていねいに説明する。 

  予想したこと、その理由を書いてもよい。 

2. 研究のねらい（目的） 

 ●この研究で調べることを、わかりやすく書く。一つ以上の場合は箇条書
かじょうが

きにする。 

3. 研究の方法 

 ●研究のねらい（目的）達成のためにどんな調べ方で観察・実験をするのか、実物の観察・実験器具の写真や図、

文章などを使い、順序
じゅんじょ

よくわかりやすく説明する。研究のねらいや観察・実験が二つ以上の場合は、ここで

は簡単に説明する。 

4. 研究の内容（観察・実験） 

 ●一つの観察・実験ごとに、方法・予想・結果・わかったこと（考察
こうさつ

）をまとめて書く。 

 観察・実験①  ⇒⇒⇒  観察・実験①の内容(調べること)をわかりやすくかんたんに書く。 

  方 法    ⇒⇒⇒  観察・実験①の調べ方を実物の写真や図などを使い、わかりやすく、くわしく説明

する。 

  予 想    ⇒⇒⇒  観察・実験①をやってみると、どのような結果になると思うか自分が予想したこと

を書く。理由も書くと研究がおもしろいものになり、深まる。 

  結 果    ⇒⇒⇒  ･観察・実験①で測定（物の大きさや量などの器具等を使ってはかること）したもの

は、表やグラフなどを使い、順序よく、わかりやすくまとめる。 

              ･見てわかるように実物や実物の写真、図、スケッチなども使う。 

わかったこと(考察)  ⇒⇒  観察・実験①の結果から、どんなことがわかるか、わかったことや考えられること

を箇条書
かじょうが

きにしてまとめる。これが観察・実験①の内容（調べること）の答えとな

る。 

※ いくつかの観察・実験を行った場合は、観察・実験②③の形式で同じようにまとめる。 

5. 研究のまとめ 

 ●いくつかの観察・実験のわかったことなどから、研究のテーマやねらいにあったまとめ方をする。 

 ●まとめ方は、わかったこと、自分なりに考えられることなどを箇条書
かじょうが

きにして書く。 

6. 研究の感想 

 ●感想や疑問、反省、今後の課題（やった研究に関連したことでもっと行ってみたいこと）などを書く。 

模造紙ではなく、Ａ４用紙 

片面８枚以内とします。 



令和８年 ７月 

さいたま市教育研究会家庭科部 

 

 

家庭科「発明創意くふう展」作品の募集 

 

○科学的な思考と独創性に重点を置き、世界で初めての自分流のアイディア作品を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば……（令和７年度の入賞作品 作品名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作品のサイズ・重量…縦４５ｃｍ・横７０ｃｍ・高さ７０ｃｍ以内、重さ２０ｋｇ以内とします。 

 

みなさんの作品をお待ちしています！ 

こんなところで… 

・部屋の中    ・台所 

・風呂場     ・洗面所 

・家のまわり   ・庭 

・げんかん    ・車の中 

・物置      ・犬小屋  など 

こんなことをするときに… 

・後かたづけ 

・調理 

・洗たくやアイロンがけ 

・そうじ 

・水やりや草むしり    など 

 

みなさん、日ごろ家の人の仕事を見たり、自分でお手伝いをしたり

しながら、「これがこうなると、もっと便利なのになあ」と考えたこ

とはありませんか。きっとひとつやふたつはあることでしょう。その

ようなことを思い出し、あなたのアイディアで楽しかったり、使いや

すかったり、じょうぶだったりする道具をつくってみませんか？ 

・お助け！かさ運び君          ・お手軽、食器乾燥機！ 

・落ちにくいタオルかけ         ・ランドセルに㏌する防災ファイル 

・ヌードルタイマー           ・便利なコップぶくろ   

・最後まで楽に取れるティッシュ箱    ・お薬ピンチ        

・しょっぱすぎるのは、もうおさらば！！手動塩分調節器 

・あるようでなかったこんなもの！ 


